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要　　旨
【目的】　和食がユネスコ世界無形文化遺産に登録された
ことを契機に、一般家庭における和食の見直しと継承が
求められている。本研究は、食生活の基礎を培う児童を
対象に、イラストを活用した食事調査を行い、米飯や一
汁三菜の摂取状況と主食の理解度についての実態把握を
目的とした。
【方法】　2014年２月に、Ｆ県近郊のＳ小学校の４年生
から６年生までの全児童447名を対象に、イラストを活
用した自記式質問紙法による食事調査と主食の理解度に
ついての調査を行った。得られたデータは栄養指導支援
システムを使って処理し、食事バランスガイドの料理区
分の基準により分類後、主食、主菜、副菜などの各料理
区分や一汁三菜の出現状況を明らかにし、主食の適正理
解ができているかどうかを検討した。
【結果】　朝食は夕食よりも主食、主菜、副菜、小菜、
汁、飲み物の出現率が低率であった。一汁三菜の出現率
は朝食1.6％、夕食12.1％といずれも低率であったが、
夕食後に間食を摂る児童は約40％存在した。
　主食の理解については、主食という言葉は聞いたこと
はあるものの、実際の自分の食事の中の主食を正確に把
握できていた児童はわずか4.2％であった。
【結論】　朝食と夕食において一汁三菜を実践できている
者は少なく、夕食後の間食が目立った。また、児童の多
くは主食の意味を正しく理解できているとは言い難く、
バランスのとれた食事、健全な心身の育成と和食文化継
承のための食育の必要性が示唆された。
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Ⅰ　緒　　言
　2014年12月４日に和食がユネスコ無形文化遺産に登
録された。この和食の基礎となるのが米飯を主食とした
食生活であり、栄養バランスのとりやすさから、近年、
生活習慣病の予防の観点からも注目されており、和食文
化の継承は食生活上の課題の一つとなっている。
　和食文化の重要性は、厚生労働省が2000年に策定し
た食生活指針1で既に示され、2016年の新しい食生活指
針2においても引き続き掲げられている。その指針とは
「主食・主菜・副菜を基本に食事のバランスを」「ごは
んなどの穀類をしっかりと」の２つである。
　農林水産省がまとめた「和食」の保護・継承推進検討
会報告書によると、20～69歳の男女約10,000人を対象
としたアンケート調査3において、一汁三菜を実践でき
ている者の割合は約６割に留まり、また、月に１度もお
米を食べていない人が約７％存在する。このことから和
食の実践は難しいことが伺える。
　一方、学校給食では、米飯は食習慣を形成する時期
に、食生活や食料の生産及び消費について正しい知識を
習得する上で重要な役割を果たすものと考え、積極的な
導入が進んでいる。
　文部科学省は2006年から、「早寝、早起き、朝ごは
ん」をスローガンに子どもたちの食生活を見直し、食
育推進に取り組んだ結果、平成13年度は朝食を毎日食
べている小学６年生の割合は73.6％であったのが、27
年度では14ポイント増加した87.6％まで改善されてい
る4。しかしながら、児童を対象とした和食に焦点を当
てた家庭での食生活の調査はほとんど行われておらず、
米飯や一汁三菜などの摂取状況は明らかとなっていな
い。また、小学校の「給食だより」や献立作成の中でよ
く使われている「主食」という言葉であるが、児童はそ
の言葉の定義を理解し、実際の食事の中での正しい位置
づけができているかどうかは不明である。
　食事調査方法には食物記録法、24時間思い出し法、
食物摂取頻度調査法等があるが、児童の特性からその実
施はいずれも難しい。例えば、児童の記憶の定着は個人
差が大きかったり、摂取した食事の量を見積もることは
困難であったりする。最近は、対象者の負担も少なく簡
便で精度の高い食事調査法として、写真から栄養素等の
摂取量を推定する写真法5-7が用いられているが、大人数
を処理するには経費と手間と時間がかかる。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表１．イラストを活用した食事区分別食事調査票
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　そこで、本研究では、１日なら思い出すことが可能で
あろうと考えられる４年生以上を対象に、簡単なイラス
トで各自が思い出して描く方法を用いた食事調査を実施
し、食生活の実態の把握と主食という言葉を正しく理解
できているかどうかについて検討した。
Ⅱ　調査方法
１．対象者
　本研究の対象は、Ｆ市近郊のＳ町立Ｓ小学校に在籍
している４年生から６年生までの児童452名（男子230
名、女子222名）で、インフルエンザで出校できなかっ
た３名を除く449名から回答を得、うち、回答率50％
未満の２名を除く447名（男子225名、女子222名）を
解析対象者とした。
２． 調査方法
⑴　調査期間
　平成26年２月５日から２月14日までのうち、給食
のある登校日１日を選んで実施した。
⑵　調査項目と評価
　質問票は自記式質問紙票とし、事前に作成した説明
書をもとに、学級担任が配布しその場で回収した。調
査項目は、食事調査として、帰宅後から夕食前に摂っ
た間食（以下、間食）、夕食、夕食後の間食（以下、
夜食）、および翌日の朝食について、それぞれ食事開
始時刻、食事場所、献立を尋ねた。献立については、
量や食材がわかるようにイラストを用いて描かせた。
さらに、夕食と朝食については「自分が主食と思う食
物」として該当するものに◎印を記入させた。また、
主食の理解を把握するため、①自分の食事の「主食」
とは何ですか（以下、主食って何？）、②主食という
言葉を知っていますか（３択）の２項目を尋ねた。
⑶　解析
　食事調査は、料理名とイラストから摂取量の概量を
推測し、そのデータを早渕らが食事バランスガイド8
を参考に開発した分類基準（表２）9によって、主食、
主菜、副菜、小菜、汁、菓子、飲物、酒、果物、乳類
の10項目に分類し、栄養指導支援システムに入力し
た。食事区分（朝食、夕食）毎に、料理区分の出現率
を算出したが、分類基準値に満たなかった料理につい
ては、集計から除外した。また、一汁三菜（主食、主
菜、小菜を含む副菜２品、汁）は、朝食および夕食に
おける出現率を算出した。さらに主食の内容（米飯、
パン、その他）についての出現率、間食および夜食の
出現率についても算出し、それぞれ統計的観察を行っ
た。さらに、主食を正しく認識している児童の割合を
算出した。
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表２．料理区分と分類基準
分類 分 類 基 準
主食
食事の中心的な位置を占め、穀物（米、麦等）を主材料とする料理で、それら由来の炭水化物が
27g 以上のもの。
主菜
肉類・魚介・卵・大豆およびその加工品を主材料とする料理で、それら由来のたんぱく質が4g 以
上のもの。
副菜
野菜・芋・大豆以外の豆・きのこ・海藻・種実等、食物繊維やビタミンを多く含む食品を主材料と
する料理で、これらの食品を47g 以上含むもの。
〔野菜ジュース（1/2重量）も含む〕
小菜
主食・主菜・副菜・汁・菓子・乳類・飲物・酒のいずれにも該当しない（他の料理基準を満たさな
い）少量の料理。
汁 液状料理で、塩分濃度が0.3％以上のもの。
菓子 菓子類（手作りの菓子も含む）や菓子パン。
飲物 液状料理で、塩分濃度が0.3％未満、かつアルコールが5g未満のもの。
酒 液状料理で、アルコールを5g以上含むもの。
果物 果実や100％果汁ジュース（1/2重量）等で、これらの食品を20g 以上含むもの。
乳類 牛乳やヨーグルト、粉乳、チーズなどの乳製品で、それら由来のカルシウムが50mg 以上のもの。
出典：早渕仁美「栄養指導支援システムの一試案」（2001），p46表３「料理分類の基準」を改変・引用
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⑷　倫理的配慮
　本研究は、平成25年11月に福岡女子大学疫学倫理
審査委員会に研究計画書を提出し、調査実施の承認を
得た。また、Ｓ町立Ｓ小学校校長に対し、本研究の目
的と重要性を説明するとともにアンケート実施につい
ての承認を得、その後、各担任の協力を得て実施し
た。
Ⅲ　結　　果
１．朝食・夕食における料理の出現状況
　表３に学年別朝食および夕食における料理の出現率
を示した。全体では、主食は朝食87.2％、夕食94.2％
と高率であったが、主菜は、夕食90.4％と高率であっ
たのに対し、朝食は39.4％と低率であった。同様に、
副菜についても、夕食（81.0％）が朝食（30.0％）よ
り高率であった。小菜、汁、および果物の出現率は朝
食、夕食とも低率で、中でも果物（朝食：11.2％、夕
食：2.0％）は極端に低かった。朝食で菓子の出現率が
12.1％と高率であった。
２．朝食・夕食の主食の出現状況
　学年別朝食・夕食における主食の出現率を表４に示
した。全体では朝食における米飯（42.5％）とパン
（41.4％）の出現率はほぼ同率であったが、夕食では、
米飯（82.1％）が最も高率で、次いでスパゲッティな
どの麺類（13.4％）の順であった。
３．一汁三菜の出現状況
　表５に学年別朝食・夕食における一汁三菜の出現率を
表５に示した。
　一汁三菜の出現率は朝食1.6％、夕食で12.1％といず
れも低率であっ
４．間食・夜食の摂取状況
　間食および夜食の摂取状況を図１に示した。全体で
は間食する児童は24.4％、夜食を摂る児童は40.7％で
あった。
５．「主食」の適正理解
　「主食って何？」という問いに自由記述させた結果を
表６に示した。
　全体の43.0％が「ご飯」と回答し、次いで「わから
ない（34.5％）」、「おかず（12.3％）」の順で、「メイン
表３．学年別朝食・夕食における料理の出現状況
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表４．学年別朝食・夕食における主食の出現状況 表５．学年別朝食・夕食における一汁三菜の出現率
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ディッシュ」という言葉を用いた児童も4.3％いた。「主
食という言葉を知っていますか？」という質問への回答
結果を表７に示した。全体で「意味もよく知っている」
を選択した児童は29.4％、「聞いたことはあるが意味は
知らない」は61.9％、および「聞いたことがない」は
8.7％であった。６年生は全員が聞いたことはあるもの
の、44.7％は意味は知らないという結果であった。
　図２に「主食」を正しく理解できていた児童の割合
を示した。「主食」という言葉を聞いたことがある児童
407人のうち、自由記述で「主食」の意味を正確に記述
できていたのは40人（9.8％）に留まった。さらに、そ
れらのうち、自分の夕食の食事イラストの主食に適切に
◎印を付けていたのは17人で、「主食」を正しく理解で
きている者は全体447人のうちの4.2％しかいなかった。
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表６．質問「あなたは、自分の食事の「主食」は何だと思いますか？」に対する回答 $
図１．間食および夜食を摂取する児童の割合
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図２．「主食」を正しく理解できていた児童の割合 $ 
表７．質問「主食という言葉を知っていますか？」に対する回答
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Ⅳ　考　　察
　本研究の目的は、食生活の基礎を培う児童を対象に、
イラストを活用した食事調査を行い、和食継承の観点か
ら米飯や一汁三菜の摂取状況および主食についての理解
度の実態を明らかにすることであった。
　その結果、朝食は夕食よりも主食、主菜、副菜、小
菜、汁の出現率が低率であった。一汁三菜が実践できて
いる児童は、朝食ではわずか1.6％で、夕食でも12.1％
と極めて少ないことがわかった。夕食よりも朝食の一汁
三菜の出現率が少なくなった理由に、朝食におけるパン
（41.4％）の摂取率の高さが影響していると考えられ
る。また、朝食については、菓子類の摂取が予想に反
し高率（12.1％）であり、主食以外の料理の出現率は
30％未満のものが多かった。一方で夕食後に夜食を摂
る傾向にある児童が40％と高率に存在しており、３食
の食事バランスが量、質的に十分とはいえないと推察さ
れた。本研究の対象児童のうち９割は主食という言葉を
聞いたことがあったものの、その意味を正しく理解でき
ていた児童は１割にも満たなかったことから、主食とい
う言葉の自己認識と実態との間に乖離がみられた。以上
より、地域や学校、家庭における主食についての正しい
知識教育、および栄養面から理想的とされる一汁三菜の
家庭での実践を働きかける取り組みが必要であることが
示唆された。
　児童を対象とした食事調査における先行研究では、調
査の難しさから食態度や食行動などの設問で構成された
意識調査10-13が多く、我々の知る限り食事内容の実態を
把握した論文はほとんど見当たらない。しかしながら、
本研究では児童にとって取り組みやすいイラストを活用
することで、食事区分による食事内容の実態把握が可能
となった。村井ら14は国民運動の「早寝、早起き、朝ご
飯」の家庭での朝食の在り方について、バランスよく食
事が摂れているかを検証していたが、今後の課題として
食事の量や質に関する調査研究の必要性を挙げていた。
同様に、本研究においても小学生に対して負担が少な
く、かつ、食事内容が量と質の面からも評価できるよう
な調査法が不可欠だと考えた。
　本研究は、対象者が１小学校での限られた集団であっ
たことと、調査日がわずか一日であったという限界があ
る。そのため、これらの結果を一般化するには、調査日
数を増大し、広範囲な小学校における多数での検証が必
要である。
　本研究より、食生活指針1,2が提唱する「主食、主菜、
副菜を基本に、食事のバランスを。」「ごはんなどの穀
類をしっかりと。」「野菜・果物・牛乳・乳製品、豆類、
魚などを組み合わせて。」というバランスのとれた食事
内容15を具現化するためには、和食文化の継承を通じて
米飯の良さ16-18を再認識させ、学校と家庭が密に協力し
合って食育を推進する必要性が示唆された。
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